
 

 

I  デバイスの有無を確認 

患者にそのデバイスは必要か？  
デバイスが使用されていない場合はデバイスを抜去することを検討する。 

機能は有効か？  
デバイスは目的通りに機能しているか？ 

機能していない場合は、施設ごとの基準に従ってトラブルシューティング

を行うか、デバイスを抜去する。 
 

合併症はないか？  
合併症が認められた場合は、トラブルシューティングを行うか、デバイス

を抜去する。 

感染予防  
患者ケアとデバイスケアの前後に手指衛生すること。デバイスのア

クセスポイントは注意深く扱い、清潔にする。 

ドレッシング材および固定  

ドレッシング材が清潔で、乾燥した状態で、破損がないことを確認する。 

デバイスが引っ張られたり患者への傷害がないよう、デバイスを固定す

る。 
 

評価および教育  
デバイスによる治療計画について患者およびその家族と話し合う。必要に

応じて教育する。 
 

決定内容を文書化  
デバイス使用を継続、トラブルシューティング、ドレッシング材の交

換、またはデバイスの抜去を判断する 

 

常に現地のポリシーを考慮し、必要に応じてチームや患者と相
談。 
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